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 事業概要 

JAXA の FaSTAR-DDES ツールを用い, 風洞壁の影響を考慮した CRM-HL の機体形状の失速予測の

検証を行った. 比較する実験データとして, AIAA High-Lift Prediction Workshop 4 で検証用に公開さ

れた英 QinetiQ 風洞での実機模擬形状（ナセル付き CRM-HL）風試データを用い, 風洞壁などの影響

まで考慮した高精度な検証のために模型に加え風洞テストセクションまで含めた解析を実施（図１）. 
 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

CFD ワークショップのために, ３次元複雑形状の多数の計算を実行して, 大きな計算能力が必要で

すから, JAXA スーパーコンピュータを使用する必要があります. 

 

 今年度の成果 

風洞壁の影響を考慮することで, 低迎角および CLmax 近傍の CL 特性を実験値比較で±5%以内の予

測に成功(図 2) : 

- 風洞壁の影響を考慮しない場合, 実験と CFD の差異が最大 10％(図 2 赤)  

- 風洞壁の影響を考慮することで, 実験と CFD の差異が最大５％と改善(図 2 青)  

FaSTAR-DDES による解析の結果, 風洞壁により馬蹄渦が誘起されること(半裁模型の実験で生じる

渦として知られている), 実験との比較にはこの渦の影響を捉えることが不可欠であることを明らかに

した(図 3). 

 

CFDワークショップに関する流体解析 
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図 1: 風洞形状を考慮したナセル付き CRM-HL 計算形状 

 

 

図 2: CL（揚力）- α（迎え角）の分布 

 

 

図 3: CRM-HL 計算における三次元渦構造の分布 
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 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

 

  

プロセス並列手法 MPI 

スレッド並列手法 非該当 

プロセス並列数 480 - 2304 

１ケースあたりの経過時間 200 時間 
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⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 0.98 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 24,257,158.01 1.11 

TOKI-ST 556,802.68 0.57 

TOKI-GP 0.00 0.00 

TOKI-XM 0.00 0.00 

TOKI-LM 16,809.94 1.21 

TOKI-TST 9.03 0.00 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 1,445.92 0.98 

/data 及び/data2 149,664.48 0.72 

/ssd 34,743.97 1.86 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 21.27 0.07 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

 

⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 1,645.84 1.12 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


